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幕

末

期

肥

前

多

久

領

に

お

け

る

炭

坑

労

働

者

の

一
考

察

↓(秀

村

選

肥

前

佐

賀

藩

の

多

久

領

で

は

、
古

く

か
ら

各

地

で

石

炭

の
採

掘

が

行

わ

れ

て

い
た

。

『
多

久

の

歴

史

』
に

よ

れ

ば

横

柴

折

・
葉

示

坂

・
土

橋

山

・
古

賀

山

・

椛

島

村

芦

潟

等

で

採

掘

さ

れ

た

と

見

え

る

が

、

『
筑

豊

石

炭
礦

業

史

年

表

』
編

の

集

の
際

に

見

た

多

久

家

文

書

の
天

保

元

年

以

降

の

「
御

屋

形

日
記

」

・
「
刑

罰

帳

」

・
「
御

手

当

帳

」

・
「
御

小

物

成

所

控

」
等

に

よ

っ

て
も

、

別

府

山

・
高

木

川

内

・
狩

谷

山

・
北

方

山

・
焼

米

・
大

副

山

・
志

久

村

清

水

谷

等

で

石

炭

が

採

掘

さ

れ

て

い
た

こ

と

を
知

る

。

天

保

以
前

に

つ

い

て

も

前

記

の
史

料

に

は

散

見

さ

れ

る

の

で

、

い

つ
ま

で
遡

れ

る

も

の

か

今

後

な

お

研

究

を

続

け

る
必

要

が

あ

る

と

お

も

う
。

明

治

六

年

一
月

の
調

査

で

は

旧

多

久

領

で

は
次

の

如

く

石

炭

坑

が

あ

っ
た
。

小

城

郡

多

久

町
村

一
、
小

侍

村

十

一
、

多

久

原

村

四

、

杵

島

郡
大

崎

村

一
、

志

久

村

二
3

と

も

か

く

幕

末

期

に

は
、

多

久

領

の
各

地

で
規

模

は

き

わ

め

て
小

さ

い
と

は

い
え

石

炭

の

採

掘

が

行

わ

れ

て
お

り

、

ま

た

多

久

領

の
北

部

に

隣

り

す

る

肥

前

唐

津

藩

領

東

松

浦

郡

で

も
各

地

に
簇

出

し

て

い

て
、

そ

れ

ら

と

の
関

係

も
密

接

に

な

っ
て

い

た

よ

う

で

あ

る
。

か

か

る

初

期

の

炭

坑

に

お

け

る

労

働

者

の
実

態

は

史

料

に

あ

ら

わ

れ

る

こ

と

が

少

く

、

な

か

な

か

把

握

し

が

た

い
。

し

か

し

、

何

ら

か

の
事

件

が

生

じ

た

と

き

に

、

そ

れ

に

関

す

る

記

録

の
中

に

か

い

ま

み

る

こ
と

が

で
き

る

。

以

下

、

多

久

家

文

書

の
中

か

ら

若

干

の
史

料

を

摘

出

し

て

う

か

が

う

こ
と

と

す

る
。

も

っ

と

も

坑

内

労

働

者

(
い
わ

ゆ

る
掘

子

)

か

坑

外

の
運

搬

労

働

者

か

そ

の
史

料

だ

け

で

は
区

別

の

つ
か

ぬ
も

の
が

多

い
が

、

広

い
意

味

で

一
応

初

期

の
労

働
者

と

見

な

さ

れ

る

も

の

に

つ
い

て

、
史

料

を
引

用

し

つ

つ
考

察

す

る
。

天

保

九

年

二
月

十

一
日
焼

米

村

に

お

い

て
傷

害

致

死

、

犯

人

逃

亡

の
事

件

が

お

こ

っ
た

。

『
日

記

天

保

九
戌

正

月

ヨ

リ
同

閏

四

月

迄

』

の
中

に

「
三
月

十

四

日

晴

一
、
焼

米

村

石

炭

山

変

事

之

一
件

柾

弥

太

夫

よ

り

内

密

聞

取

候

次

第

、

江

原

平

次

衛

、

多

久

之

方
僉

儀

候

事

、

」

「

(
三
月

)

十

七
日

日
和

吉

一
、

焼

米

村

石

炭

山

変

事

一
件

、

左

之

通

請
役

所

、

掬

又

当

番

御

目

附

方

書

付

指

出

候
事

、

口

達

此

方

御

領

焼

米

村

ヨ
リ

石
炭

山

何

方

之

者

歎

及

怪

我

い

た

し

候

末

、

相

果

候

風
聞

有

之

候

付

、

何

レ
之

次

第

二
而

候

哉

、

其

筋

承

合

候

所

、

去

月

十

一
日

横

辺

田

郷

下

小

田

村

和

三

郎

と
豊

前

国

新

吉

と
申

者

、

口
論

之

末

和

三

郎

頬

に
新

吉

鶴

紫

を

打

懸

即

座

致

気

絶

候

二
付

、

其

場

罷

在

候

一
類

之

者

共

致

介

抱

候

得

共

、

段

々
瘡

謀
差

募

、

去

月

廿

日

相

果

候

、
右

一
件

二
付

、

一
類

其

外

遂

熟

談

、

其

場

ハ
無
事

二
相



済
候
由
、
左
候
而
新
吉
義

ハ
縄

ヲ
懸
置
候
処
、
何
者
歟
竊

二
縄

ヲ
解

候

二
付
、
逃
去
候
由
相

聞

へ
、
惣
節
不
容
易
事
柄

二
而
、
早
速
其
義

可
達
出
候
所
、
い
つ
れ
之
訳

二
而
不
申
達
候
哉
、
其
懸
リ
村
役

二
承

調
書
候
処
、
焼
米
村
之
儀
極
≧
零
落

二
付
、

一
両
年
於
村
中
為
介
抱
、

(
ハ

石
炭
掘
方
相
願
候
処
、
他
方
之
者
入
込
不
申
、
疎
之
義
評
無
之
候
半

総
・
可
指
免
申
付
・
何

レ
モ
得
其
意
罷
在
・
去
年
迄
年
限
相
満
・
当

(黒
抹
)

年
よ
り
今
又
願
■
候
含

に
御
座
候
半
、
別
断
他
方
之
者
入
込
悪
事
致

出
来
候
付
而

ハ
其
儀
達
出
候
半
々
、
右
願
之
筋

二
も
可
指
構
、
菟
角

内
済

二
而
相
済
為
申
義

二
付
而

ハ
、
其
段
申
達

二
相
及
間
敷
と
差
控

罷
在
候
由
、
申
出
候
趣
、
在
所
よ
り
申
越
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以

上
、

戌
三
月
十
七
日

御
名
内

川
浪
瀬
左
衛
門

田
中
半
右
衛
門

殿

井
手

善
太
夫

殿

中
嶋

承
兵
衛

殿

御
当
番御

目
附

様

此

一
紙
ハ
ロ
達

ノ
二
字
ヲ
除
ク

か
く
多
久
よ
り
請
役
所
と
当
番
御
目
附
方

へ
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

右
に
よ
れ
ば
焼
米
村

の
石
炭
採

掘
は
村
方
の
零
落
を
救
う
た
め
に
免
許
さ
れ

た
も

の
で
、
他
方
の
者
が
入
り
込
ま
ぬ
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず

(多
久
領
内

の
横
辺
田
の
者
は
と
も
か
く
と
し
て
)
豊
前
の
者
ま
で

入
り
込
ん
で
い
た
こ
と
、
今
後
も
採
掘
願
を
続
け
る
た
め
事
件
を
内
済
に
し

て

い

た

こ
と

な

ど

を
知

る

の

で

あ

る
。

豊

前

の
者

の

流

入

、

逃

亡

は

注

意

す

べ
き

こ

と

で

、

か

く

転

々

と

流

動

し

て

い
る

掘

子

が

い
た

こ
と

は
筑

豊

の
方

で
も

所

謂

旅

日

雇

の
掘

子

を
指

摘

で
き

る

の

で

あ

る

。

②

天
保
十
四
年
に
は
多
久
領
高
木
川
内
村

1

こ
こ
で
も
石
炭
採
掘
が
行
わ

れ
て
い
た
ー

の
者
が
唐
津
領
の
笹
原
の
石
炭
山

へ
日
雇
に
行

っ
て
い
た
史

料

が

あ

る
。

『
刑

罰

帳

』

(
天

保

八
年

ヨ
リ
嘉

永

二
年

迄

)

に

「

申

渡

高

木

川

内

村

八

十

次

郎

其

方

儀

、

無

手

数

二
而

唐

津

御

料

笹

原

村

罷

越

、

日

雇

二
相

部

リ
、

其

親

方

源

蔵

娘

し

づ

炭

山

二
参

リ
候

を

、

知

音

之

者

二
付

留

置

、

矯

二
佐

嘉

表

連

越

、

御

領

外

之

者

を

数

日

滞

留

仕

、

密

通

ハ
不
仕

哉

二
申

出

儀

二
候

得

共

、
其

儀

も

不

分

明

、

剰

先

年
博
奕

方

二
御

用

相

懸

リ

候

瑚

、

逃

隠

罷

在

候

上

、

今

度

御

捕

二
而

被

相

調

子

候

処

、

其

節
博
奕

仕

候

段

、

有

躰

申

出

候

、
前

方

ヨ

リ
背

御

太

法

致
博
奕

候

而

毎

々
蒙

御

異

見

候

得

共

、

不

相

改

、

終

二
及
再

々

犯

、

労

誠

二
以

不

奉

恐

上

、

言

語

同

断

不

届

至

極

者

二
候

、

依

之

二

ケ

年

徒

罪

被

仰

付

も

の

也

、

天
保

十

四

年

卯

十

二
月

廿

三

日

」

こ

の

よ

う

に
手

続

を

と

ら

ず

と

も

高

木

川

内

か

ら

笹

原

へ
、

笹

原

か

ら

佐

賀

へ
と

移

動

し

、

し

か
も

他

領

の
娘

を

連

れ
越

す

な

ど

、

す

で

に

領

境

が

か

か

る
炭

坑

労

働

者

に

と

っ
て

は
余

り
障

壁

に

な

っ

て

い

な

か

っ
た

こ
と

を

知

る

の

で
あ

る
。

し

か

し

な

が

ら

他

方

で

は
組

合

の
者

は
以

前

か

ら

の
博
奕

な

ど

と
共

に

連

帯

責

任

を

問

わ

れ
次

の

如

く

科

銀

を
課

せ

ら

れ

た

の

で
あ

っ
た

。



「

申

渡

高

木

川

内

村

八

+

次

郎

組

合
平

吉

伊

助

惣

次

郎

治

太

郎

其
方
共
儀
八
十
次
郎

・
他
領
之
者
を
連
レ
逃
去
リ
、
数
日
不
罷
在
、
何
分

ミ

之
御
難
題
相
懸
候
儀
も
難
計
、
加
之
先
年
博
変
方

二
御
用
相
懸
リ
候
処
、

逃
隠
不
罷
在
を
其
盤
差
置
、
今
度
御
捕

二
而
被
相
調
子
候
処
、
其
節
博
奕

仕
候
儀
、
有
躰
申
出
候
、
惣
而

ハ
前
方

ヨ
リ
毎
々
蒙
御
手
当
候
得
共
、
干

今
不
相
改
、
最
早
及
再
々
犯
、
言
語
道
断
不
届
者

二
候
処
、
為
組
合
手
〆

不
調
法
二

不
行
届
段
次
第

二
候
、
依
之
科
銀
壱
枚

ッ
、
被
相
懸
者
也

ミ
ミ
ミ

天
保
十
四
年
卯
十
二
月
廿
四
日

」

前
述

の
如
く
高
木
川
内

に
は
石
炭
山
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
北
部
に
隣
す

る
唐
津
領
浪
瀬
村
に
も
石
炭
山
が

あ
り
、
山
中
の
高
木
川
内
と
異
な
り
往
還

筋
で
格
別
難
渋
し
な
い
の
で
、
運
送
方
の
者
が
高
木
川
内
か
ら
浪
瀬
の
方

へ

吸
引
さ
れ
、
高
木
川
内
で
は
石
炭

の
積
出
し
に
困
難
を
生
じ
た
ら
し
い
。
嘉

永
元
年
十
月
に
多
久
原
村
弥
平

・
十
蔵

(
次
掲
④

の
史
料

で
元
方
＝
山
元
で

あ
る
こ
と
が
分
る
)
は
、
領
内
の
者
が
唐
津
領
浪
瀬

へ
出
な
い
よ
う
規
制
を

願

い
出
て
、
多
久
領
と
し
て
も
諸
村
庄
屋

へ
唐
津
炭
運
送
方

へ
出
向
か
な
い

よ
う
に
達
し
た
の
で
あ

つ
た
。

「
御
小
物
成
所
控

」

(嘉
永
元
年
九
月

ヨ
リ

同
二
年
八
月
迄
)
に
は

組
合

義

「

(十
月
)
晦
日

一
、
多
久
原
村
弥
平

・
十
蔵
　

左
之
通
相
願
候
二
付
、
筋
々
相
達
候
処
、

願
之
通
被
差
免
候
事
、

乍
恐
奉
願
口
上
覚

我
々
儀
、
去
々
午
年
　

高
木
川
内
に
お
ゐ
て
石
炭
山
被
差
免
、
御
蔭

二

相
続
仕
、
難
有
奉
存
候
、
然
処
当
春
比
ヨ
リ
右
石
炭
運
送
之
牛
馬
漸
々
手

寡
ク
相
成
、
到
近
来
候
而
ハ
下
シ
方
必
止
と
差
支
候
付
、
何

レ
之
訳

二
御

坐
候
哉
、
段
々
承
合
候
処
、
唐
津
浪
瀬
山

二
お
ゐ
て
同
様
炭
山
相
立
候
由

御
坐
候
処
、
右
者
我
々
山
床
と
は
相
違
、
専
往
還
筋

二
而
道
勝
手
宜
、
老

人
童
べ
迄
も
格
別
難
渋
不
仕
場
所

二
付
、
抜
々
右
之
筋
罷
出
候
哉

二
相
聞
、

惣
而
我
々
炭
山
之
儀
者
運
送
方
之
手
当
第

一
之
事

二
御
坐
候
処
　

是
迄

道
作
り
雑
用
ヰ
も
差
出
置
候
処
、
前
断
之
通

二
而

ハ
何
分
掘
出
候
而
も
無

詮
事
ト
相
成
、
自
然
と
相
衰
候
義
眼
前
之
義

二
而
、
誠
以
当
惑
千
万
之
参

懸
二
御
坐
候
、
依
之
近
頃
恐
多
難
奉
願
御
坐
候
得
共
、
右
運
送
方
と
し
て

御
領
内
之
者
彼
方
不
罷
出
通
、
御
手
当
被
成
下
候
道

ハ
有
御
坐
間
敷
哉
、

伏
而
奉
願
上
候
、
於
然

ハ
御
蔭

二
打
廻
取
続
可
申
、
猶
又
難
有
奉
存
候
条
、

(マ
マ
)

宜
被
為
遂
御
御
評
儀
被
下
度
、
此
段
深
重
奉
願
上
候
、
以
上

申
十
月

十

蔵

弥

平

御
山
方

御
産
物
方

御
役
所

前
断
筋
々
相
替
候
付
、
諸
村
庄
屋
共

へ
唐
津
炭
運
送
方
不
仕
通
相
達
候
事

」



石

炭

山

に
と

っ

て
掘

り

出

し

た
炭

の

運

送

は
き

わ

め

て
重

要

な

こ
と

で

あ

る

か

ら

、

多

久

領

で

も
当

然

唐

津

領

へ
運

送

方

が

流

出

す

る

の
を

と

ど

め

よ

う

と

し

た

ら

し

い
。

と

も

か

く

、

か

か

る

規
制

を

課

し

な

い
限

り

炭

坑

の
掘

子

.
運

送

方

は
当

時

の
社

会

で

さ

え
、

既

に
相

当

流

動

性

の
強

い
も

の

で
あ

っ
た

と
.お

も

れ

れ

る

。

④

嘉

永

三
年

に

は

高

木

川

内

の
石

炭

山

に

て
炭

掘

渡

世

に
筑

前

領

の

者

が

多

く

き

て

お
り

、

そ

の
中

の
者

が
病

死

し
た

こ
と

が

あ

っ
た

。

『
御

手

当

帳

』

(
嘉

永

三
戌

九

月

よ

り

)

に

は
次

の
如

く

見

え

る
。

「

仰

渡

相

浦

武
兵

衛

組

足

軽

井

上

弥

平

瀬

田

八
左

衛

門

組

足

軽

中

嶋

十

蔵

其

方

共

儀

、

高

木

川

内

石

炭

山

元
方

相

部

り

罷

在

候

所

、
右

炭

掘

渡

世

と

し

て

多

筑

前

領

之

者

参

居

、

旧

猟

二
而

も

候
哉

、

不

斗

病

気

二
而

相

果

候

、

付

而

ハ
其

向

昇

取

候

様

可

取

斗

社

当

然

之

処

、

無

其

儀

、

松

浦

郡

笹

原

村

懸

り

御

境

目

近

所

へ
掘

埋

置

候

故

、

事

六

ケ
敷

成

り

立

、

奉
懸

御

厄

害

、

元

方

と

し

て

取

斗

方

不

行

届

、

甚

大

形

之

至

二
候
、

依

之

何

レ
モ

被

成

御

呵

も

の
也

、

嘉

永

四

年
亥

四

月

三

日

」

多

く

の
筑

前

の
者

が

流

入

し

て

い
た

こ
と

を

示

す
良

い
史

料

で

あ

る

。

前

掲

①

の
豊

前

の
者

の
流

入

の
史

料

と

共

に
評

価

す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

註

①
近
世
後
期
に
お
け
る
多
久
領
は
小
城
郡
多
久
郷
(
二
十
九
ケ
村
)
、
杵
嶋

郡
北
方
郷

(六
ケ
村
)
、
そ
の
ほ
か
佐
嘉
郡
に
数
ケ
村
あ
り
。
石
炭
の
採

掘
さ
れ
た
の
は
多
久
郷
の
東
北
地
域
と
北
方
郷
で
あ
っ
た
。

②

多
久
領

の
領
主
多
久
家
の
文
書
で
多
久
市
立
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
、

同
館
よ
り
多
久
家
文
書
目
録
第

一
～
第
四
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

③

『
官
省
進
達
』
明
治
六
年
自
十

一
月
至
十

二
月

(佐
賀
県
立
図
書
館
所

蔵
)
。

④

明
治
十
四
年

『
鑛
山
沿
革
調

』

(佐
賀
県
立
図
書
館
写
本
)
で
も
、
な

お
規
模
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。

(未
完
)


